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経営者能力とその養成に関する一試論

淡路和則
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　（1｝従来の接近方法の検討

　（2｝経営者能力の把握に関する試論

2．経営主の主体形成過程と経営管理認識の成熟

　（1）経営者機能の分担と記帳

　（2｝経営管理認識の成熟についての考察

3．　経営教育にむけての考察

　（1）経営管理認識の成熟と教育プログラム

　（21経営者能力養成の条件

む　　す　　び

は　じ　め　に

　経営者能力は、第4の生産要素ともいわれ、我国の農業経営が商品生産化し、資

本投下額が増大するにつれてその重要性を増してきたといえる。そして農業をめぐ

る情勢が益々厳しくなるなかで、担い手の経営者能力を高めていくことは、緊急か

つ重要な課題となっている。

　農業経営学においても、経営者能力にかかわる研究がいくつかなされており、例

えば渡辺兵力は経営考能力を農業経営の携成要素として積麺的に位置づけ、それが

轄糖鳳。て静閑である。とを説㌔、ている？また澄瀦能加軽営成果

を左右するということについてもしばしば搬摘されてきており、それを計数的に捉
　　　　　　　　　　　　　　　2）
えようとする試みもなされている。

　しかしながら、経営者能力が個人の精神的な要素であるため、その把握には困難

を極め、こうした経営者能力についての研究はなかなか進展がみられない状況にあ

る。

　このようにその重要性がしばしば鮨摘されながら研究上の成果がまだ十分に出て
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いない経営者能力について，その養成といった経営教育の観点から接近することに

したい。それが本論文の課題である。

　そのために、まずはじめに経営者能力の把握に関する検討をおこない，次に謡い

手が経営主となっていく過程に着疑して、その過程と経営者能力の形成・高度化と

の関連を把握し、最後にそれを踏まえた形で経営教育にむけての展望を試みるとい

った手順で考察を進めることにしたい。

盤．経営者能力の把握について

　（D　従来の接近方法の検討

　経営者能力について、その養成という観点から接近する方法を考える前に、これ

までの研究のなかからしばしば取り上げられている天間征のものと、最近出された

重富真一のものについての検：討をしておきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
　天間は「農業の経営者能力に関する研究」のなかで、経営者能力の向上を問題と

する場合には、判断・決定といった思考過程の最後のステップだけでなく、個人の

精神的能力とそれが行為として現れるための刺激・環境までを含めて総合的に検討

しなければならないとし、経営者能力の発現メカニズムを示した。そして農業者が

成功するためには、どんな精神的能力が重視されなければならないかといったこと

を、成功農家と一般農家を比較して開らかにしょうとした。しかしながら、各人の

性格、興味、知的能力等を聞取り調査から引き出し、各種精神的能力．人間的資質

について比較するといった方法によっては、成功的農家縁を十分に浮き彫りにする

ことができず、　「結果的には人間そのものの複雑さ、多様さをまざまざと思い知ら

された：」としている。そして「今後は各種能力評価に当って、客観的な調査方法（学

校時代の成績、1Qテストなどの利礪）が考えられねばならない」と経営者能力の

把握の方法についての考察を加えている。

　このように天間の研究は、個人の精神的な能力に踏み込んで経営者能力を把握し

ようとしているが、列挙した各種の精神的能力が、何故どういつだことから重要に

なるのか、互いにどのように関連するのか、またそれらの諸能力が経営猛動のどう

いつだ部分とどのように結び付いているのか、といったことは明らかにされていな

い。また，精神的諸能力の各々について，生まれながらにして持つ先天的なものと

学習によって後天的に発達するものとの関係が十分に整理されていない。従って、

成功農家となるために重要な精神的能力が捉えられたとしても．成功農家になる適
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性ではなくて、成功農家になるためにはどの様にして経営者能力を養成すればよい

かといった課題については展望しづらいのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
　これに対して凹凹は、　「農業経営者能力形成過程に関する一考察」において経営

考能力の形成のメカニズムを発達心理学に依拠することによって捉え、その形成プ

ロセスを経営構想の射程概念によって説明している。これは経営者能力を個入の精

神的要：素、人間的資質から捉えるのではなくて、問題解決能力として捉え、その発

達を、主体が問題を自己の課題として認識する「準備性」と問題自体との二つの作

用から捉え、経営管理課題の認識の発生・展開に沿って経営者能力が形成される過

程を把握したものである。この研究は、人間のメンタルな要素のみを分析対象とせ

ず、しかも経営者能力の高低をとらえることに終始することなく、経営管理の局面

においてそれが形成されていく過程に着目したところに特色がある。そこにおける

方法は、ピアジェの発達心理学に依拠しているが、重富が問題解決の「準備性」と

して注目の必要性を指摘した基礎技術の習得、経営権の獲得、労働投下や数値に関

する意識について、経営者能力の形成・高度化とかかわらせて考察することが農業

経営学の課題として残されており、その課題に迫っていくことが経営者能力養成に

とって極めて重要な意味をもつものといえるのである。

　②　経営者能力の把握に関する試論

　以上、天間、重富両氏の研究をみたわけであるが、それでは次にそれらを踏まえ

て、効果的に経営者能力を養成するための経営教育の観点から、経営者能力に接近

する方法を検討したい。

　まず第一にいえることは、経営者能力の絶対的な高低を計測する必要が必ずしも

ないことである。つまり、経営者能力の形成・高度化の要困、阻害要闘を朋らかに

し、それを踏まえて経営者能力を効果的に高あていく条件を引き出すことが重要な

のである。経営教育を進めていくうえでさしあたり求められているのは、まさにこ

のことであるといえる。そしてまた、経営者能力を捉える際に、個人の精神的能力、

人間的資質を直接の対象とすればその掘握に鵬難を伴い、たとえどういつだ精神的要素が

重要かがわかったとしても、先天的部分と後天的部分とを判断・整理して訓練：方法

を確立していくのにはさらに困難を極めるものと考えられる。こうした点からは、

重慮のように、人闘的資質のみにとらわれず経営管理の局面に限定して、経鴬者能

力が形成される過程に着欝するといった方法は有効であるといえる。

　第二に、経略考能力が形成されていく過程として．撫い手が就農してから経営主
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となっていく過程を問題にすることが必要である。我国の農業経営の大半が家族経

営であるということからすれば，そこでの後継者は現経営主から経営を継承してや

がて自らが経営主となるのであって、経営権、経営財産を継承すると共にそれらを

継尉る醍る能力を具備しなくてはならないからである？もしそうでなければ経

営の維持、発展が危ぶまれてくることにもなりかねないのである。

　そしてこの過程においてこそ、重富が「準備性」として注属した基礎技術の習得、

経営権の移行、経営管理に関する意識、そしてそれらの相互関連が重要となってく

るものと考えられるのである。

　以上のように経営教育の観点からは、後継者が経営主になっていく過程において

経営者能力の形成・高度化を捉えることが重要になってくるのであり、そのなかか

ら経営者能力を高める要因，それを阻害する要困を探り出していくことがまずもっ

て必要なのである。では一体どの様にして、経営者能力の形成・高度化を捉えれば

よいかということが問題となってくる。

　それにはまず、多種多様な行動をする経営者の機能について整理しておく必要が

ある。これを抜きにして精神的な要：素ばかりを対象にしていても、経営濡動のうえ

でそれらがどういつだ意味をもち、なぜ経営成果の良否を分ける要因となるのかと

いったことがっかめない。天間が整理したような精神的能力が、経営者の果たすべ

き役割、機能とどのように結び付いていて、それらを鍛練するにはどうしたらよい

のかを知るうえにおいても、これは必要になってくることなのである。また，こう

したi整理をしなければ、、様々な嗜好をもち、様々な行動を示す経営者に「人間その

ものの複雑さ、多様さをまざまざと思い知らされた」という結果に終わることにも

なりかねないのである。

　そこでどの農業経営にもなくてはならない機能を考えると、生産、購買、販売、

財務、資産保全の五つが挙げられる。そして家族労作経営における経営者は、一人

でこの五つの機能を重層的に担い．さらにそれらが円滑におこなわれるように管理

するという機能を果たしている。従って，後継考が経営主となっていく過程もこの

様な機能を分担していく過程として奮えることができるのである。そして、このよ

うに経営者機能を整理することは、それら機能の発揮の仕方・水準をつかむことに

よってその能力を推し量ることを可能にするのである。つまり、一方に機能という

軸を取り、もう一方でその発揮の水準といった軸を取ることにより，共通の枠組み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　δ）
の中で多種多様な経営者の経営行動を把握し，その能力の高さを捉えることができ

るのである。
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　では次に、この経鴬者能力の発揮水準を実際の経営実践のなかで具体的に捉える

にはどうしたらよいか、ということが問題となってくる。ここでは、経営者の経営

管理の能力に限定し、しかも経営の構想といった長期戦略的な計画を立てるといっ

た側薗よりも蒐経常的な経営活動を円滑に行い経営を維持していくといった統制的

な側面の方唖髄遣く・とにした嘉すると、いか闘常の騨醐襯察し、

分析して経営をおこない、それを改善につなげていくかといったことが取り上げら

れるべき局面となってくる。そこで、こうした経営管理機能の発揮の仕方・水準を

具体的にとらえやすいものとして、記鑛行為があげられる。記帳は、税申告といっ

た制度的なものもあるが、作付や作業の記録など幅広くしかもその利用まで含めて

取り上げれば、それらは各自が自らの考えでそれぞれの必要に応じておこなうもの

であって、そこに経営管理認識が投影されるものと考えられるからである。

　以上述べたように、ここでは農業経営における経営者機能に即して経営主の主体

形成過程を把握し、その過程における経営者能力の形成・高度化を経営管理機能に

限定してその発揮の仕方・水準を記帳行為から捉えるといった方法をとることにし

たいG

　それでは次に、経営教育に資する研究への手掛かりをつかむために、経営主の主

体形成の過程と経営管理認識の成熱について記帳行為を通して考察することにしたい。

a　経営主の主体形成過程と経営管理認識の成熟

　（1）　経営者機能の分担と記帳

　農業後継者が経営主となっていく過程をその機能に即して模式的に示すと、およ
　　　　　　　　　　　　　8）
そ第王図のようになっている。後継者はまず農作業の補助、見習いとして農作業に

第1図　経営者機能の分担

機

能

保　　全

財 務

生産物販売

生産資材購入

農 作 業

　　　　　（経営管理）

成長段階（年禽）
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従事するが、やがて農作業技術の習熱とともに基幹的、中’⇔的な労働者としての機

能を果たすようになり、次第に農作業について手順や時期、方法などを意思決定す

るようになる。さらに農作業にかかわって資材の選定、購入についての意思決定を

分担するようになり．やがて生産物の販売についても意思決定をするようになる。

このように生産資材の購入と生産物の販売に回しての意思決定をおこなう段階では、

経常的な資金の運矯、管理を担うものといえる。さらに機械や施設などの大型投資

について自ら意思決定し、その資本の調達、器財といった財務に関する部分まで担

うようになっていくのである。最終的には、農地をはじめとして財産の贈与・相続

により、その所有者として財産の保全管理をうけもつようにまでなるのである。

　こうした経営者機能の分担は、個別事情により変わってくるものであるが、一般

的な分担の推移としては以上に述べたようになっている。では、こうしたいわば経

営主の主体形成過程において記帳行為はいったいどの様に展開していくのであろう

か。経営管理認識の成熟を把握するだめには記帳の内容・利用まで立ち入って観察

する必要があるので、ここでは事例を通して考察することにしたい。

　K底は、北海道M：町において7冠αほどの規模で稲作経営を営んでいる。全史制普

通科の高校を卒業後就農し、就農歴10年の28歳、父親は60歳で農業者年金受

給にともない4ケ月ほど前に経営移譲したばかりである。K氏の農作業の分担の流

れを第2図でみてみると、農作業の手伝いとして小学校高学年からトラクターによ

る運搬を経験しており、申学3年で水田の算筆を始めている。高校を卒業後は、父

親に要点を教わりながら見習い的に農作業をおこない、20歳頃から機械作業の大

部分を担うオペレーターとなっている。農作業にかかわる意思決定については、23

歳頃から耕起・整地、防除を中心に作業の時期や方法に関しての意思決定を担うよ

うになり、25歳頃からは、農作業全般についての意思決定をするようになってい

る。生産資材の選定・調達に関しては、訪除、除草の薬品が最も早く24歳頃から、

生産資材全般にわたっておこなうようになったのは26歳頃からである。機械など

の運定財の導入に関しては、すでに中心的なオペレーターとなっていた昭和57年

（23歳）のコンバイン導入に際して、機種・型式の選定（最終的判断、資金調達

は父親）をおこない，59年（25歳）の乾燥機については，その作業の主たる担

当者であった父親と相談して機種・型式の選定をおこなっている。昭和62年に父

親の農業者年金の受給に伴って経営移譲を受け、資金の管理を担うようになり、こ

の年に導入した田植機．育苗ハウスに関しては、機種・・規格の選定だけでなく支払
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第2図　K幾の経営主への成長過程
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い方法、購入資金の調達についても意思決定をしている。

　以上がK：氏の農作業、意思決定の分担の経緯である。では、これに対して経営実

務へのかかわり方、そして記帳はどのような展開になっているのであろうか。この

両者についてみてみると、経営の実務爾では、防除の薬晶、除草剤の選定・調達を

おこなうようになった頃（24歳）から伝票の点検・整理をおこなうようになり、

翌年からパーソナルコンピューター（パソコン）による簿記記帳を始めている。こ

のパソコン簿記については、はじめの2年は農協の組合員勘定票による現金取支の

みが計算の対象となっているが、3年臨からは減価償却、負債、預金に関する資料

を農協の担当者から入手して、貸借対照表、損益計算書を作成している。このはじ

めの2派閥は、練習という意味もあって現金のみが計算対象となっているが、父親

が負債や貯金に関するデータを見せないという事情もそこに存在しており、それゆ

え3年目からは貸借対照表、損益計算書を作成するために、自家の経営の財務に関

する資料を農協に求めざるを得なかったのである。

　農作業に関しての記帳についてみてみると、大部分の機械作業をオペレーターと

して担うようになった頃（20歳）からヨ記帳の形式で、その日におこなった作業

の内容に関する記録をつけるようになっている。そして、経営移譲を受けて資金管

理をおこなうようになった昭和62年（28歳）からパソコンのワープロソフトを

利用して第3－1図のような作業記録用紙を作業ごとに作成し、使用農具、使用資

材の在庫、購入、使用消費、繰越の記録を記入するようになっている。また同時に、

第3－2図のような諸材料購入表も作業ごとに作成し、主として生産資材の購入・

準備のための資料として利用している。

　その他、倉庫に圃場図が張り付けてあり、そこに圃場ごとの施肥量（基肥、追肥）

そして収量を袋織で記入している。これはもともと父親が記緩していたものであり、

はじめは父親とK氏が2人でそれぞれ実施した作業部分について記入していたが、

26歳頃からはほとんどK氏が記入している。この圃場図は、圃場ごとの投入一産

鎚関係をみるのに利用されている。

　以上K氏の事例を見てきてわかるように、記帳行為の展開は、担い手が経営者機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）
能を段階的に分担していく過程と密接な関係があるといえるのである。

　（2）経営管理認識の成熟についての考察

　経営主の主体形成過程と記帳行為との関連については、すでにいくつかの実態調

査によっても指摘されていることではあるが、ここでは以上の事例にみられる記帳
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第3－2図　諸材料購入表
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開を通して、経営主の主体形成と経営管理認識の成熟との関連を考察し、経営者

力の養成といった経営教育への展望につなげていくことにしたい。

そこでまず、経営者の機能のなかに以上のような記帳行為を位置づけることから

めたい。

Henrle　Fayolは、すべての企業になくてはならない機能として技術、営業（購
、販売）．財務、保全、会計、管理の六つの機能を提示している誤）それを農業
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経営における経営老機能に照らして考えて配置すると以下のようになっている。

第4図　家族労作経営における経営者機能

経
営
者

機
能

の

分
担

保　全

財　務

販　売

購　買

農作業

会　計 管　理

　ここでいう会計とは財務、管理の両会計にわたる広義のものであり、Fayo1自

身も指摘しているように経営活動についての「視覚器官」となるものであって、経

営管理のための情報を提供する手段・手法となるものとして位置づけられる。作業

日誌、作付図、経営簿などといった記帳行為は、まさにここに位置づけられるので

ある。

　第4図の左側は、経営主の主体形成過程に即して経営老機能を配置してあり、「農

作業→購買→販売→財務→保全」というように段階的にこれらの諸機能を担い手が

発揮していくのに対応して、会計に位置づけられる記帳がどのように生成・展開し

ていくかということが捉えられる枠組みになっている。無論、その「会計」は「管

理」のための手段・手法であり「視覚器官」であるから、経営管理と密接に結び付

いており、左側に配置してある機能を担い手が段階的に発揮していくのに伴って経

営管理認識がどの様に成熟していくのかが、そこに現れてくるのである。

　さて、この分析の枠組みに沿って先程の事例の記帳について整理すると、第5図

のようになる。農作業の時期、方法についての意思決定、そしてそれにともなう生

産資材の選定について意思決定を担う段階は、　「管理」の機能からみると「生産過

程管理」の段階といえる。この段階での記帳は作業艮誌であり、日付、作業内容が

書かれている。これは、はじめは作業を習得するためのメモ書き、マニュアルであ

り学習的な意味合いをもつのであるが、農作業についての意思決定をし、作業の計

画や準備をするようになると、過去の経験を参考にするといった備忘録としての利

用がなされるようになる。また、この段階では、圃場図に圃場ごとの施肥、収量の

記録をつけるようになっているが、これは肥料の選定、施肥：量の検討、さらに栽培

技術、土地条件、作付作物・品種の適性を検討するための資料として利用している。

　次に生産資材の購入、生産物の販売、そして営農資金の出し入れとその管理を担
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第5図　事例にみる経営管理認識の成熟
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うようになった：段階では、「経常的資金管理」としてその経営管理段階を位羅づけ

ることができる。この段階においては．伝票の点検・整理とともに生産資材の購入

に関する記録、生産物の出荷・販売に関する記録の記帳が始まり、これらは作業臼

誌に備忘記録として書き留められる。そして、この購買、販売のデータをパソコン

に入力することにより現金収支の計算書を作成するようになるのである。

　さらに、大型投資に際してその可否の最終的判断、支払い方法、資金の調達を担

うようになった段階では、経常的な資金管理も含めてその管理を「長期的財務管理」

と位置づけることができる。この段階では、パソコンによる記帳が、現金のみでな

く、減価償却、負債、預貯金などをも包括し、貸借対照表、損益計算書の形式を整

えるのである。そして、作業記録用紙を作成することによって、作業ごとに時期・

期間・方法、作業分担、雇用が記録されるようになり、生．産資材に関しても、購入、

三三・消費だけでなく在庫、繰越を含めて経営資産として把握できるようになって

いる。また、諸材料購入表の作成により、必要な生産資材の購入をとりまとめるよ

うになっているが、これは予め作業の時期・方法などの予定を立て、それに必要な

生産資材の選定、購入鐙の算定をするものであって、作業の計画、生産資材の購入

計画、作業の実施準備の意味が含まれている。

　以上、事例的に経営主の主体形成過程と経営管理の展開をみたわけであるが、記

帳行為から四丁管理認識の成熟をトレースしてみると、凡そ次のようになっている。

　経営主の主体形成過程に即して経営管理機能の発揮局面をみていくと、　「生産過

程管理→経常的資金管理→長期的財務管理」（第1図右側参照）というように段階

的に．より包括的な対象に向かって「管理」の機能が広がっているのである。そして

会計機能の側面から記帳によって経営管理認識の成熟を捉えてみると、まず生産過

程の管理段階では物的、技術的に「投入一産出」の関係を把握することがおこなわ

れ、次に経常的資金管理の段階ではそれを現金の支出・収入といった側面で捉える

ようになり、さらに長期的財務管理の段階では、減価償却、負債、預貯金等も含め

た経営資産にまで管理認識の範囲が広がり、それを費矯・紋益の関係として把握し、

経営の財政状態と関連づけてみるようになるのである。つまり、就農してから生産

資材の購入、生産物の販売を担うようになるまでは、生産の過程に管理機能が発揮

されるのであり、そこで生産技術に対する管理認識が生まれ、その能力が鍛練され

ることになるのである。そして、生産資材の購入、生産物の販売を担うようになっ

てから経済的な管理認識が閉まり、購入一販売の過程を通して現金版支、資金循環

の把握をおこなうようになり、さらに中長期にわたる投資を担うようになって、費
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用一収益、財政状態．資本循環の把握へと管理認識が高まっていくと考えられるの

である。また、やがて財産の管理を担うようになれば．その価値への保全意識が高

まり、資産の評価、その運用に関しての管理認識がさらに高度化していく可能性を

もつものといえる。

3　経営教育にむけての考察

　（1）　経営管理認識の成熟と教育プログラム

　以上、経営主の主体形成過程と経営管理認識の成熟についてみてきたわけであるが、

次にこれを踏まえて経営者能力を養成するための経営教育について若干の考察を加

えることにしたい。

　これまで述べてきたことからも分かるように、経営者能力は生まれつき備わって

いるわけではなく、実際に農業経営に携わって行くなかで、経営管理の認識が芽生

え、高まり、そしてその能力が実践を通して錬磨されていくのである。従って、経

営教育を進めていくうえで担い手の成長過程、すなわち経営主の主体形成過程と経

営管理認識の成熟の関係に着昌することは、極めて重要であるといえる。しかも農業経

営の経営者は、機械の操作から、経営分析に至るまで実に様々な技術を習得しなけ

ればならないのであり、当然そこには一定の手順が求められてくるのである。こう

したことを考えると、経営教育は、担い手の経営管理認識の心密経路に沿った形で

おこなわれるべきであるといえる。もし、それを無視し、或いは逆行するような形で

おこなっても動機づけに乏しく、かえって意欲を殺ぐ結果にもなりかねないのであ

る。

　そこで経営管理認識の成熱経路から、経営管理能力を高める教育プログラムを組

み立てるとするならば、基本的な骨子は以下のようになると考えられる。

　まず就農して間もない時期には、無理に複式簿記を教え込もうとするより、生産

過程において投入一産鐵関係を観察し、それを分析するような生産過程管理にポイ

ントを置いた指導・教育が望まれる。そしてそれから、その投入一産出関係を経済

的に考えるように誘導し、はじめは現金の収入・支出から出発して資金循環を把握

させるようにする。さらに、経常的な資金の循環から中長期の資本の投下・回収を

把握させるために、減価償却、負債、預貯金等も包括して、経営成果を費用一収益

の関係でみるように損益計算書、その結果の財政状態をみるように貸借対照表へと

指導・教育を進めたほうが、担い手の経営管理認識の厩熱経路に沿っていて効果的
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であり、かつ高度な利綿が期待できる。また、このように経営資産を捉え、費罵一

収益で経営成果をみるようになった段階においては、さらにそれらの財務データと

生産過程のデータを結合さぜて、三二計算などをおこない、財務の把握だけでなく

生産過程も含めた経営全体の管理に記帳記録が有効利常されうることを理解すれば、

管理会計への展開が期待できるのである。

　以上は、あくまでも担い手の経営管理認識の成熱経路を軸にした教誉プログラム

のごく基本的な考え方を示したものであり、当麟の試論にすぎない。従って、この

考えを実施に移すには、経営管理認識についての研究の深化とともに、どういつだ

教育主体が、何を使って、どの様に教育・指導をするかといった技術的な検討が必

要になってくるのである。

　（2）　経営者能力養成の条件

　このように基本的な教育プログラムを考案し、それが仮に有効であったとしても、

実際にそれが機能する条件が整わなければ、担い手の経営者能力を高めることは現

実化しない。そこで最後に、その条件に関する考察をすることにしたい。

　経営主の主体形成過程と経営管理認識の成熟との関連については、すでに指摘したと

ころであるが、このことはいかに経営主の主体形成のありかたが重要であるかとい

うことを示唆している。つまり、経営内において父親がいかにして後継者に経営者

機能を継承していくかが、経営者能力の形成にとって非常に重要な意味をもってい

るのである。従って、そこに父親の教育的配慮が求められてくるのであり、その配

慮如何によって後継老の経営老能力の形成・高度化を健進したり、阻警したりする

のである。

　他方、経営簿の記帳技術や経営分析・経営診断といった技術については、父親が

後継者に教え伝えるといったことは少ない。経営に関する記振は、はじめは備忘録

でも差し支えないが、税申告など外部への会計報告をするにあたっては一定の形式

が求められてくるのであり、さらに経営分析・診断のために二二するとなると、一

定の原理・原鮒に剣つたものでなければならない。従って、そこには一定の技術が

求められてくることになるのであるが、その技術の習得先は、多くの場合、父親で

はなく、経営外部の教育主体に求められているのが現状である。父親は、経営に薄

する基本的な考え方や姿勢といった面で、後継者に教師あるいは反面教師として影

響を与えるが、簿記の記俵や分析の技術の習得についてはあまり関与していないと
　　　　　　　11）
いえるのである。

一15一



　従って、経営内部において父親との関係によってなされる経営者機能の分担の在

り方と、主に経営外部においてなされる経営技術、とりわけ簿記記緩技術の学習の

在り方との関連が重要になってくるのである。

　例えば、先ほどのK氏の例で見ると、23歳から24歳にかけて簿記の講習をう

けているが、これは直ちにパソコンによる簿記記帳の実践につながっている。これ

は、ちょうど防除の薬贔や除草剤を中心に生産資材の購入に携わるようになった時

期であり、またパソコン簿記をはじめてすぐに生産資材の購入を全般的に担うよう

になっている。このことが父親の教育的配慮であったのかどうかは残念ながら不明

であるが、もし簿記の技術を学んだとしてもその技術を発揮することができなかっ

たらどうなっていたであろうか。また、パソコン簿記を実施していくうえで、負債

や預貯金の資料を父親が提供しないという困難に突き当たっているが、これは経営

管理能力を高めていくうえにおいては障害、阻害要困といえる。

　つまり、経営外部での学習により技徳を身につける局面と、それを経営の内部に

おいて発揮する局面の二局面の関係が重要になってくるのである。経営外部に担い

手の成長段階に応じた学習の機会が存在し．それを受講し．かつ経営内部において

学んだ技術を実践の上で発揮していく条件が整えば、経営者能力を高めていくこと

ができるであろう。しかし、逆に学習機会が存在しなかったり、あるいはそれを受

けられなかったり、また技術を学んでもそれを発揮する場が与えられなかったりす

るならば、経営者能力の向上は望めないのではないだろうか。

　この点に関しては、上記の二局面の関係と父親の教育的配慮についての調査研究

が必要となってくるのである。これは、いわば経営者能力の養成の条件、あるいは

教育環境に関する研究といえる。

む　　す　　び

　本論では、まず経営者機能を経営管理の局面に絞り、経営老能力を経営管理機能

の発揮水準として会計記帳によって捉える方法を提示した。そして、記帳行為を観

察することによって経営管理認識の成熟経路を想定し、それを踏まえて経営者能力

を効果的に開発・高度化するための経営教育に関する考察をおこなった。

　以上の考察は、担い手が経営主となるまでに経営を維持管理するに足る能力を習

得しなければならないということから．経営主の主体形成過程に焦点を据えて進め

てきたのであるが、そこでは経営規模、経営形態などの経営の客体的条件が、経営
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老能力にどの様な作用を及ぼすかといったことはひとまず捨象している。従って，

今後は．経営規模、経営形態によって経営老機能のどの部分がどの様に影響を受け

るのか、といったことも含めて経営者能力について分析し、それを養成するための

経営教育を考えていく必要がある。

　F段yo1が「われわれは技術的知識を普及させ、改善するために最大の努力をする

……… ﾉもかかわらず、………将来の管理者に商業的、財務的、管理的職能などの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）
準備をさせるためには、ほとんど全く努力していないのである」と主張して『産業

ならびに一般の管理』を著してからすでに70年が過ぎているが、現在の我顯にお

ける農業の担い手の教育については、いまだにこれに近いことがいえるのではない

だろうか。

　しかしながら一方で、経営者能力の開発とそのための教育が強く求められている

のも事実である。従って、農業経営研究においては、こうした現状と要求のギャッ

プを埋めていくような研究蓄積が是非とも必要であり、本論文はそうした研究への

ファーストアプローチである。
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